
（4）第 41 号 ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」 2024 年 10 月 1 日

慶事 月 お名前 支部 月 お名前 支部 ご逝去日

近 藤 雅 博 三条 酒 井 典 夫 中越 11日

内 山 京 子 中越 山 本 清 助 佐渡 11日

小 林 哲 夫 中越 熊 倉 守 新津 15日

八 木 秀 樹 魚沼 石 塚 猛 佐渡 28日

石 黒 重 夫 上越 加 藤 藤 雄 新津 28日

高 峰 敏 雄 上越 高 橋 幸 作 魚沼 29日

相 浦 庸 行 上越 漆 原 昇 作 魚沼 7日

橋 立 昭 充 上越 村 山 キ ヨ エ 中越 9日

横 山 康 幸 新潟 嘉 代 弘 中越 11日

伊 藤 道 夫 下越 山 崎 栄 一 上越 25日

高 橋 利 治 中越 山 口 巌 夫 中越 25日

佐 藤 倫 中越 加 藤 武 夫 新津 30日

関 浩 正 魚沼 畑 谷 定 雄 中越 1日

南 雲 海 魚沼 小 田 栄 太 郎 佐渡 14日

小 島 幸 雄 上越 亀 倉 昭 一 西蒲原 17日

徳 永 建 造 上越 吉 田 憲 一 魚沼 18日

玉 久 保 彰 上越 徳 永 建 造 上越 19日

桜 井 喬 夫 新潟 舘 野 正 光 魚沼 23日

広 橋 四 郎 新潟 赤 塚 テ ル 西蒲原 28日

渡 辺 利 行 下越 騰 川 公 男 新津 31日

堰 弥 平 治 新津 2022年 菅 井 ト ミ 子 西蒲原 9月22日

石 田 正 三条 2024年 小 海 浩 魚沼 3月31日

大 宮 俊 一 中越

諏 訪 不 二 雄 中越

中 村 静 明 中越

酒 井 正 夫 魚沼

小 池 憲 治 上越

喜喜

寿寿

６
月

７
月

月

６
月

７
月

８
月

おお悔悔ややみみ申申しし上上げげまますす

おおお 知知知 ららら せせせ コココ ーー ナナナ ーー

日日本本画画展展（（個個展展））開開催催ののおお知知ららせせ
相相崎崎 重重明明 氏氏（（中中越越支支部部））

テテーーママ「「自自然然のの恵恵みみ」」・・「「気気持持ちちのの向向くくまままま」」

期期日日：： 年年 月月 日日（（木木））～～ 日日（（火火））

時時間間：： ：： ～～ ：： （（最最終終日日はは ：： ままでで））

会会場場：：片片貝貝町町総総合合セセンンタターー３３階階

正正順順寺寺（（小小千千谷谷市市片片貝貝町町 ））

徳徳善善寺寺（（小小千千谷谷市市高高梨梨町町 ））

慈慈光光寺寺（（長長岡岡市市浦浦 ））

※※ 個個展展をを開開催催すするるここととににななりりままししたた。。人人生生ののひひとと区区

切切りりととししてて皆皆ささままかかららごご観観覧覧いいたただだきき、、今今後後のの糧糧にに

ししたたいいとと考考ええてておおりりまますす。。退退職職者者のの会会のの皆皆ささんんかからら

励励まましし支支ええてていいたただだきき御御礼礼申申しし上上げげまますす。。

◆

元

日

の

能

登

半

島

大

地
震
の
年
明
け
か
ら
、
正

に
「
光
陰
矢
の
如
し
」
。
既

に

季

節

は

中

秋

を

迎

え

た
。
九
ヶ
月
の
間
に
度
重

な

る

地

震

や

日

本

列

島

を
襲
っ
た
巨
大
台
風
、
熱

波

に

よ

る

酷

暑

な

ど

天

災

は

時

と

処

を

選

ば

な

い
。

◆

物

理

学

者

の

寺

田

寅

彦
の
言
葉
「
天
災
は
忘
れ

た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」

そ

の

意

味

は

常

に

備

え

よ
と
の
こ
と
。
自
分
の
身

辺

を

顧

み

る

に

冷

汗

が

流
れ
て
く
る
。

◆
さ
て
、
１
月
に
幕
を
開

け

た

通

常

国

会

は

自

民

党

の

裏

金

事

件

に

終

始

し
、
震
災
対
策
や
物
価
高

に

対

す

る

有

効

な

具

体

策
は
打
て
ず
、
岸
田
内
閣
、

自

民

党

の

支

持

率

は

低

迷

し

た
。
結

果
、
秋

の

総

裁

選

再

選

は

見

込

め

な

い

と

判

断

し

た

首

相

は

８
月
１
４
日
、
突
如
辞
任

を
表
明
。
現
在
は
総
裁
選

に
９
人
が
手
を
挙
げ
、
主

張
を
展
開
し
て
い
る
が
、

自

民

党

の

常

套

手

段

で

あ
る
顔
の
す
げ
替
え
で
、

政

権

を

維

持

し

よ

う

と

し
て
い
る
。

◆
一
方
、
立
憲
民
主
党
の

代

表

選

も

始

ま

っ

て

い

る
。
政
治
改
革
や
少
子
高

齢

社

会

に

お

け

る

持

続

可

能

な

日

本

社

会

の

構

築
な
ど
、
テ
ー
マ
は
数
多

く
あ
る
だ
ろ
う
。
政
権
交

代

を

期

待

さ

せ

る

実

の

あ
る
討
論
を
切
望
す
る
。

雑雑

感感

【【会会員員拡拡大大のの取取りり組組みみににつついいてて】】

年年４４月月～～５５月月をを会会員員拡拡大大集集中中期期間間とと位位置置づづけけ現現

役役のの連連協協幹幹事事会会、、並並びびにに支支部部執執行行委委員員会会ととととももにに取取

りり組組んんだだ結結果果、、３３７７名名のの新新規規拡拡大大をを果果たたすすここととががでで

ききままししたた。。ごご加加入入のの皆皆ささままにに感感謝謝申申しし上上げげまますす。。氏氏

名名・・支支部部はは次次号号にに掲掲載載ししまますす。。
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２０２４年１０月１日第４１号

７７
月月
３３００
日日
、、
新新
潟潟
東東
映映
ホホ
テテ
ルル
にに
おお
いい
てて
、、「「
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
新新
潟潟
連連
協協
退退
職職
者者
のの
会会
第第
１１００
回回
定定
期期
総総
会会
」」

をを
開開
催催
しし
まま
しし
たた
。。
幹幹
事事
会会
とと
支支
部部
代代
表表
をを
併併
せせ
てて
３３６６
名名
、、
並並
びび
にに
新新
潟潟
県県
退退
職職
者者
連連
合合
、、
立立
憲憲
民民
主主

党党
新新
潟潟
県県
総総
支支
部部
連連
合合
会会
、、
新新
潟潟
県県
労労
働働
金金
庫庫
、、
ここ
くく
みみ
んん
共共
済済
新新
潟潟
推推
進進
本本
部部
、、
組組
織織
内内
地地
方方
議議
員員

のの
来来
賓賓
７７
名名
とと
併併
せせ
、、
全全
体体
でで
４４３３
名名
のの
参参
加加
者者
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。

議議
長長
にに
下下
越越
支支
部部
・・
小小
田田
事事
務務
局局
次次
長長
をを
選選
出出
しし
、、
山山
田田
会会
長長
挨挨
拶拶
のの
後後
、、
来来
賓賓
挨挨
拶拶
にに
続続
きき
、、
２２
００

２２
３３
年年
度度
活活
動動
報報
告告
とと
会会
計計
報報
告告
・・
会会
計計
監監
査査
報報
告告
、、
２２
００
２２
４４
年年
度度
活活
動動
計計
画画
及及
びび
予予
算算
案案
がが
提提
案案

ささ
れれ
、、
質質
疑疑
でで
はは
４４
名名
のの
支支
部部
代代
表表
かか
らら
意意
見見
要要
望望
をを
受受
けけ
まま
しし
たた
。。
幹幹
事事
会会
のの
ココ
メメ
ンン
トト
のの
後後
、、
全全

体体
のの
拍拍
手手
をを
もも
っっ
てて
承承
認認
ささ
れれ
まま
しし
たた
がが
、、
議議
論論
白白
熱熱
のの
中中
、、
予予
定定
よよ
りり
５５００
分分
超超
過過
しし
終終
了了
しし
まま
しし
たた
。。

第第
二二
部部
のの
結結
成成
１１００
周周
年年
祝祝
賀賀
会会
でで
はは
、、
結結
成成
以以
来来
、、
連連
協協
退退
職職
者者
のの
会会
のの
中中
枢枢
をを
担担
いい
組組
織織
とと
運運
動動

をを
構構
築築
しし
てて
いい
たた
だだ
いい
たた
戸戸
田田
前前
会会
長長
とと
箱箱
田田
前前
副副
会会
長長
かか
らら
出出
席席
をを
いい
たた
だだ
きき
、、
当当
時時
のの
エエ
ピピ
ソソ
ーー

ドド
をを
交交
ええ
なな
がが
らら
楽楽
しし
いい
ひひ
とと
時時
のの
中中
でで
親親
睦睦
とと
交交
流流
をを
はは
かか
りり
まま
しし
たた
。。

ＪＰ労組新潟連協退職者の会

〒 新潟市中央区東堀通

番町 新潟中郵便局内

発行責任者 会長 山 田 太 郎

【【
第第
二二
一一
三三
回回
国国
会会
】】

大大
きき
なな
論論
点点
とと
なな
っっ
たた
政政
治治
資資

金金
規規
正正
法法
のの
改改
正正
案案
はは
何何
もも
変変
わわ

らら
ずず
、、
抜抜
けけ
道道
だだ
らら
けけ
のの
ザザ
ルル
法法

にに
終終
わわ
っっ
たた
。。
そそ
もも
そそ
もも
なな
ぜぜ
裏裏

金金
事事
件件
がが
起起
きき
たた
かか
、、
そそ
のの
背背
景景

やや
誰誰
のの
指指
示示
でで
いい
つつ
かか
らら
、、
何何
にに

使使
っっ
たた
かか
、、
何何
一一
つつ
明明
らら
かか
にに
ささ

れれ
なな
かか
っっ
たた
。。
まま
たた
、、
企企
業業
・・
団団
体体

献献
金金
やや
政政
策策
活活
動動
費費
にに
つつ
いい
てて
はは

何何
もも
議議
論論
ささ
れれ
ずず
手手
つつ
かか
ずず
のの
まま

まま
残残
っっ
たた
。。
次次
のの
選選
挙挙
はは
、、
ここ
れれ
まま

でで
長長
くく
続続
いい
たた
政政
治治
不不
信信
やや
腐腐
敗敗

とと
疑疑
惑惑
をを
積積
みみ
重重
ねね
てて
きき
たた
自自
民民

党党
政政
治治
をを
終終
わわ
らら
せせ
、、
生生
活活
者者
目目

線線
のの
まま
っっ
とと
うう
なな
政政
治治
をを
とと
りり
戻戻

すす
千千
載載
一一
隅隅
のの
チチ
ャャ
ンン
スス
とと
とと
らら

ええ
、、
対対
応応
しし
てて
いい
かか
なな
くく
てて
はは
なな

らら
なな
いい
。。
そそ
のの
たた
めめ
にに
もも
政政
権権
交交

代代
にに
肉肉
迫迫
すす
るる
結結
果果
をを
出出
しし
てて
いい

くく
ここ
とと
がが
重重
要要
でで
ああ
るる
。。

ＪＪＰＰ労労組組新新潟潟連連協協退退職職者者のの会会

第第１１００回回定定期期総総会会

山
田
会
長
挨
拶
〈
要
旨
〉

加加
状状
況況
をを
見見
るる
とと
、、
年年
々々
参参
加加
者者

のの
様様
相相
もも
変変
化化
しし
てて
いい
るる
。。
間間
違違

いい
なな
くく
高高
齢齢
化化
しし
てて
きき
たた
。。

そそ
れれ
でで
もも
杖杖
をを
突突
きき
介介
護護
のの
支支

ええ
をを
必必
要要
とと
しし
なな
がが
らら
もも
集集
会会
にに

参参
加加
しし
てて
くく
れれ
たた
ここ
とと
にに
はは
頭頭
がが

下下
がが
るる
思思
いい
。。
絶絶
対対
にに
勝勝
利利
ささ
せせ

なな
けけ
れれ
ばば
とと
思思
っっ
たた
。。

【【
今今
年年
度度
のの
重重
点点
課課
題題
】】

会会
員員
拡拡
大大
とと
参参
議議
院院
選選
挙挙
がが
大大

きき
なな
柱柱
とと
なな
るる
。。
比比
例例
区区
・・
小小
沢沢
まま

ささ
ひひ
とと
／／
選選
挙挙
区区
・・
打打
越越
ささ
くく
良良
、、

前前
回回
とと
同同
じじ
組組
みみ
合合
わわ
せせ
とと
なな

るる
。。
とと
りり
わわ
けけ
小小
沢沢
選選
挙挙
はは
、、
ここ
れれ

かか
らら
おお
礼礼
状状
のの
送送
付付
やや
会会
員員
宅宅
へへ

のの
訪訪
問問
活活
動動
にに
よよ
りり
１１
票票
１１
票票
をを

固固
めめ
、、
確確
かか
なな
もも
のの
にに
しし
てて
いい
くく

１１
年年
とと
なな
るる
。。
そそ
のの
前前
にに
、、
解解
散散
・・

総総
選選
挙挙
がが
立立
ちち
はは
だだ
かか
るる
ここ
とと
にに

なな
るる
がが
、、
県県
内内
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
地地
域域

でで
現現
退退
一一
体体
とと
なな
っっ
たた
取取
りり
組組
みみ

をを
進進
めめ
てて
いい
くく
。。

【【
会会
員員
のの
拡拡
大大
】】

組組
織織
結結
成成
１１００

年年
でで
６６
００
００
人人

ほほ
どど
会会
員員
がが
減減
っっ
たた
。。
そそ
のの
要要
因因

とと
しし
てて
、、
自自
然然
減減
、、
社社
員員
のの
非非
正正
規規

化化
、、
雇雇
用用
（（
定定
年年
））
延延
長長
等等
がが
ああ
るる
。。

ここ
のの
先先
、、
郵郵
政政
事事
業業
のの
正正
社社
員員
はは

ささ
らら
にに
減減
っっ
てて
くく
るる
。。

まま
たた
、、
７７００
歳歳
まま
でで
のの
雇雇
用用
延延
長長

もも
努努
力力
義義
務務
とと
なな
っっ
てて
くく
るる
かか
とと

思思
うう
。。
そそ
うう
なな
るる
とと
会会
員員
拡拡
大大
はは
、、

まま
すす
まま
すす
厳厳
しし
いい
局局
面面
にに
追追
いい
込込

まま
れれ
てて
くく
るる
。。
会会
員員
のの
拡拡
大大
はは
、、
ここ

れれ
まま
でで
どど
おお
りり
現現
役役
のの
皆皆
ささ
んん
かか

らら
のの
情情
報報
提提
供供
をを
含含
めめ
、、
連連
携携
とと

協協
力力
体体
制制
のの
中中
でで
進進
めめ
てて
いい
くく
しし

かか
なな
いい
。。

【【
小小
沢沢
参参
議議
院院
選選
挙挙
】】

既既
にに
１１
年年
をを
切切
っっ
たた
。。
退退
職職
者者

がが
力力
をを
発発
揮揮
でで
きき
るる
のの
がが
唯唯
一一
、、

ここ
のの
組組
織織
内内
候候
補補
者者
をを
当当
選選
ささ
せせ

るる
選選
挙挙
でで
ああ
るる
。。
今今
回回
もも
１１
人人
３３

票票
１１
００
００
％％
はは
、、
何何
とと
しし
てて
もも
クク

リリ
アア
しし
てて
いい
くく
。。
決決
起起
集集
会会
のの
参参

【【結結成成１１００周周年年祝祝賀賀会会】】 



【【
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
退退
職職
者者
のの
会会
第第
１１００
回回
全全
国国
総総
会会
のの
開開
催催
】】

第第
１１００
回回
全全
国国
総総
会会
がが
７７
月月
２２
日日
、、「「
ホホ
テテ
ルル
ベベ
ララ
シシ
ッッ
クク
東東
京京
」」
にに

おお
いい
てて
、、
構構
成成
員員
・・
来来
賓賓
等等
７７７７
名名
のの
参参
加加
にに
よよ
りり
開開
催催
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

増増
田田
会会
長長
挨挨
拶拶
のの
後後
、、
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
中中
央央
本本

部部
・・
篠篠
原原
副副
委委
員員
長長
、、
日日
本本
退退
職職
者者
連連
合合
・・
野野

田田
事事
務務
局局
長長
をを
はは
じじ
めめ
６６
名名
のの
来来
賓賓
よよ
りり
ごご

祝祝
辞辞
をを
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
。。
まま
たた
、、
第第
２２７７
回回

参参
議議
院院
選選
挙挙
のの
予予
定定
候候
補補
者者
「「
小小
沢沢
まま
ささ
ひひ

とと
」」
議議
員員
かか
らら
はは
、、
家家
族族
をを
含含
めめ
退退
職職
者者
のの

会会
ヘヘ
支支
援援
のの
おお
願願
いい
とと
決決
意意
のの
一一
端端
がが
述述
べべ

らら
れれ
まま
しし
たた
。。

総総
会会
でで
はは
７７
名名
のの
地地
方方
代代
表表
かか
らら
議議
案案
にに

対対
しし
、、
会会
員員
拡拡
大大
やや
小小
沢沢
選選
挙挙
のの
取取
りり
組組
みみ
をを
中中
心心
にに
補補
強強
意意
見見
やや

質質
問問
なな
どど
がが
出出
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
後後
、、
中中
央央
幹幹
事事
会会
のの
ココ
メメ
ンン
トト

をを
受受
けけ
、、
２２
００
２２
３３
年年
度度
活活
動動
経経
過過
報報
告告
及及
びび
２２
００
２２
４４
年年
度度
活活
動動

計計
画画
（（
案案
））
にに
つつ
いい
てて
全全
体体
でで
確確
認認
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

【【
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
信信
越越
地地
本本
退退
職職
者者
のの
会
第
１００
回
総
会
の
開
催
】

信信
越越
地地
本本
退退
職職
者者
のの
会会
第第
１１００
回回
総総
会
が
７
月
２３
日
、
長
野
市

「「
犀犀
北北
館館
ホホ
テテ
ルル
」」
にに
おお
いい
てて
、、
総総
会会

構構
成成
員員
１１６６
名名
とと
来来
賓賓
３３
名名
のの
出出
席席
にに
よよ

りり
開開
催催
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

冒冒
頭頭
のの
山山
田田
会会
長長
のの
挨挨
拶拶
、、
来来
賓賓
ごご

挨挨
拶拶
のの
後後
、、
地地
本本
退退
職職
者者
のの
会会
よよ
りり
２２

００
２２
３３
年年
度度
のの
活活
動動
報報
告告
とと
会会
計計
報報
告告

をを
行行
うう
とと
とと
もも
にに
、、
２２
００
２２
４４
年年
度度
活活

動動
計計
画画
（（
案案
））
でで
はは
「「
小小
沢沢
まま
ささ
ひひ
とと
」

参参
議議
院院
議議
員員
選選
挙挙
をを
全全
力力
でで
取取
りり
組組
みみ
、

当当
選選
をを
勝勝
ちち
取取
るる
ここ
とと
をを
確確
認認
しし
まま
しし

たた
。。
総総
会会
終終
了了
後後
はは
全全
体体
でで
懇懇
親親
会会
をを
行
い
、
退
職
者
の
会
の
趣

旨旨
でで
ああ
るる
「「
親親
睦睦
とと
交交
流流
」」
をを
はは
かか
りり
まま
しし
たた
。。

＜＜第第１１００回回総総会会メメッッセセーージジ＞＞ 
日日本本郵郵政政ググルルーーププ労労働働組組合合新新潟潟連連協協退退職職者者のの会会 第第１１００回回総総会会のの開開催催をを心心よよりりおお祝祝いい申申しし上上げげまますす。。 
日日頃頃よよりり小小沢沢ままささひひととのの活活動動にに対対しし組組合合員員のの皆皆ささままのの力力強強いいごご支支援援にに心心かからら感感謝謝とと御御礼礼をを申申しし上上げげまますす。。 
５５月月２２１１日日、、郵郵政政事事業業をを所所管管すするる参参議議院院総総務務委委員員会会ににおおいいてて、、日日本本郵郵便便株株式式会会社社千千田田哲哲也也社社長長にに質質問問ををささ

せせてていいたただだきき、、要要員員問問題題ををははじじめめ、、日日本本郵郵便便のの課課題題解解消消にに向向けけてて積積極極的的なな議議論論をを行行いいままししたた。。 
ままたた、、郵郵便便料料金金制制度度のの在在りり方方をを検検討討すするる「「郵郵政政政政策策部部会会郵郵便便料料金金政政策策委委員員会会」」がが総総務務省省情情報報通通信信審審議議会会のの

下下にに設設置置さされれままししたた。。ここのの議議論論ににＪＪＰＰ労労組組ととししっっかかりりとと連連携携ししてて、、働働ききややすすいい職職場場環環境境づづくくりりややググルルーーププのの

成成長長発発展展ののたためめにに全全力力でで取取りり組組んんでで参参りりまますす。。 
結結びびにに、、本本総総会会がが活活発発なな議議論論ののももとと、、実実りり多多きき成成果果をを上上げげらられれまますす 

よよううおお祈祈りりししまますすととととももにに、、新新潟潟連連協協退退職職者者のの会会のの今今後後益益々々ののごご発発展展とと、、 
皆皆ささままののささららななるるごご健健勝勝をを心心よよりり祈祈念念いいたたししまますす。。 

２２００２２４４年年７７月月３３００日日 参参議議院院議議員員 小小沢沢 雅雅仁仁 

来来年年７７月月施施行行のの第第２２７７回回参参議議院院議議員員「「小小沢沢ままささひひ

とと」」選選挙挙ままでで１１年年足足ららずずととななりりままししたた。。 
現現在在はは後後援援会会加加入入活活動動（（ググリリーーンンカカーードド：：会会員員本本

人人含含めめ１１人人３３票票））をを取取りり組組んんででいいるるととこころろでですす。。右右

表表にに支支部部別別のの第第２２次次集集約約状状況況（（８８月月末末））をを記記載載ししまま

すす。。第第３３次次集集約約はは１１１１月月末末をを予予定定ししてていいまますす。。 
ななおお、、後後援援会会加加入入ののおお礼礼状状はは９９月月上上旬旬よよりり順順次次発発

送送ししてていいまますす。。

““小小沢沢ままささひひとと”

が
７
月
２３
日
、
長
野
市

行
い
、
退
職
者
の
会
の
趣

支　部 会員 紹介者 合計 提出率
新　潟
佐　渡
下　越
新　津
西蒲原
三　条
中　越
魚　沼
上　越
合　計

＜提出率は会員１人３票に対する数値＞

（2）第 41 号 ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」 2024 年 10 月 1 日（3）第 41 号 ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」 2024 年 10 月 1 日

今今
やや
チチ
ーー
ムム
数数
がが
少少
なな
くく
なな
っっ
たた
直直
江江
津津 

早早
朝朝
野野
球球
でで
はは
継継
続続
５５６６
年年
とと
なな
りり
、、
最最
高高 

齢齢
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。
郵郵
便便
局局
退退
職職
後後
はは
６６００ 

歳歳
以以
上上
でで
編編
成成
ささ
れれ
てて
いい
るる
還還
暦暦
野野
球球
チチ
ーー
ムム
にに

入入
りり
、、
新新
潟潟
県県
代代
表表
とと
しし
てて
７７
年年
連連
続続
でで
全全
国国
大大

会会
にに
出出
場場
しし
まま
しし
たた
。。
７７００
歳歳
かか
らら
のの
古古
希希
野野
球球
でで

はは
９９
年年
連連
続続
全全
国国
大大
会会
出出
場場
のの
成成
績績
をを
残残
しし
てて
いい

まま
すす
がが
、、
７７００
歳歳
前前
半半
のの
若若
いい
人人
たた
ちち
がが
いい
るる
のの
でで
、、

数数
年年
前前
かか
らら
試試
合合
にに
出出
るる
機機
会会
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん

がが
、、
ここ
のの
暑暑
いい
中中
、、
週週
２２
回回
のの
練練
習習
にに
参参
加加
しし
てて
いい

まま
すす
。。（（
高高
校校
時時
代代
はは
どど
んん
なな
にに
暑暑
くく
とと
もも
、、
うう
がが

いい
だだ
けけ
でで
水水
はは
飲飲
むむ
なな
のの
世世
界界
でで
しし
たた
。。
今今
でで
はは

中中
学学
校校
でで
軟軟
式式
野野
球球
部部
にに
、、
高高
校校

で
硬硬
式式
野野
球球
部部
にに
入入
りり
、、
野野
球球
をを
始始

め
てて
かか
らら
もも
うう
６６５５
年年
にに
なな
りり
まま
すす
。。

高高
校校
卒卒
業業
後後
、、
直直
江江
津津
郵郵
便便
局局
にに

採
用用
にに
なな
りり
、、
当当
時時
はは
簡簡
保保
のの
外外
務務

で
日日
勤勤
とと
いい
うう
ここ
とと
もも
ああ
りり
、、
スス
ポポ

ー
ツツ
店店
かか
らら
のの
誘誘
いい
でで
準準
硬硬
式式
野野
球球

部
にに
もも
首首
をを
突突
っっ
込込
みみ
、、
上上
越越
市市
（（
昔昔

は
高高
田田
市市
））
代代
表表
でで
準準
硬硬
式式
のの
都都
市市

対
抗抗
野野
球球
大大
会会
やや
、、
ソソ
フフ
トト
ボボ
ーー
ルル

の
国国
体体
にに
もも
出出
場場
しし
たた
ここ
とと
がが
ああ
りり

ま
すす
。。

長寿で健康生き生きコーナー

でめ採でー部は対のま

8888888888888800000000000 歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳））））））））

６６
月月
２２８８
日日
、、
ＡＡ
ＮＮ
ＡＡ
クク
ララ
ウウ
ンン
ププ
ララ
ザザ
ホホ
テテ
ルル
新新
潟潟
にに
おお

いい
てて
「「
牧牧
野野
茂茂
夫夫
氏氏
にに
感感
謝謝
しし
激激
励励
すす
るる
会会
」」
がが
連連
合合
新新
潟潟

とと
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
信信
越越
地地
本本
共共
催催
でで
開開
催催
ささ
れれ
、、
新新
潟潟
県県
花花
角角
知知

事事
をを
はは
じじ
めめ
、、
行行
政政
関関
係係
、、
労労
働働
組組
合合
、、
各各
級級
議議
員員
、、
労労
働働
福福

祉祉
団団
体体
等等
、、
多多
岐岐
にに
渡渡
りり
総総
勢勢
１１
６６
２２
名名
がが
出出
席席
しし
まま
しし
たた
。。

開開
会会
冒冒
頭頭
、、
呼呼
びび
かか
けけ
人人
代代

表表
とと
しし
てて
連連
合合
新新
潟潟
小小
林林
会会
長長

かか
らら
本本
会会
開開
催催
のの
趣趣
旨旨
並並
びび
にに

牧牧
野野
茂茂
夫夫
ささ
んん
のの
１１２２

年年
間間
にに

わわ
たた
るる
連連
合合
新新
潟潟
へへ
のの
功功
績績
のの

紹紹
介介
とと
感感
謝謝
のの
挨挨
拶拶
にに
続続
きき
、、

新新
潟潟
県県
知知
事事
、、
新新
潟潟
労労
働働
局局
長長
、、

新
潟潟
県県
労労
働働
金金
庫庫
常常
務務
理理
事事
、、

ここ
くく
みみ
んん
共共
済済

新新
潟潟
推推
進進

本
部部
長長
のの
各各
位位
かか
らら
ごご
挨挨
拶拶
をを

いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
。。

花花
束束
とと
記記
念念
品品
贈贈
呈呈
がが
行行
わわ

れ
たた
後後
、、
牧牧
野野
茂茂
夫夫
ささ
んん
かか
らら

参
加加
者者
にに
対対
すす
るる
謝謝
辞辞
（（
匙匙
をを

持
っっ
てて
登登
壇壇
））
とと
連連
合合
新新
潟潟
事事

務
局局
長長
６６
年年
間間
とと
会会
長長
６６
年年
間間

のの
悲悲
喜喜
交交
々々
のの
思思
いい
出出
がが
語語
らら

れ
まま
しし
たた
。。

乾乾
杯杯
はは
連連
協協
退退
職職
者者
のの
会会
山山

田
会
長
よ
り
、
牧
野
さ
ん
を
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
がが
選選
出出
すす
るる
にに
至至
っっ

たた
経経
緯緯
及及
びび
長長
年年
のの
運運
動動
にに
対対
すす
るる
労労
いい
とと
今今
後後
のの
活活
躍躍
をを

祈祈
念念
しし
たた
乾乾
杯杯
がが
ああ
りり
、、
歓歓
談談
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。
閉閉
会会
はは
ＪＪ

ＰＰ
労労
組組
信信
越越
地地
本本
塚塚
野野
委委
員員
長長
よよ
りり
、、
参参
加加
者者
全全
員員
にに
対対
すす

るる
御御
礼礼
挨挨
拶拶
がが
ああ
りり
、、
盛盛
会会
裏裏
にに
終終
了了
しし
まま
しし
たた
。。

連連
合合
新新
潟潟
前前
会会
長長
（（
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
新新
潟潟
連連
協協
派派
遣遣
））

「「
牧牧
野野
茂茂
夫夫
氏氏
にに
感感
謝謝
しし
激激
励励
すす
るる
会会
」」
をを
開開
催催
！！

田
会
長
よ
り
、
牧
野
さ
ん
を

考考
ええ
らら
れれ
なな
いい
ここ
とと
でで
すす
がが……

）） 

新新
潟潟
市市
のの
チチ
ーー
ムム
がが
全全
国国
制制
覇覇
をを
しし
たた
ここ

とと
がが
ああ
るる
のの
でで
、、
上上
越越
ララ
イイ
フフ
ロロ
ンン
ググ
古古
希希

チチ
ーー
ムム
もも
そそ
のの
夢夢
にに
向向
かか
っっ
てて
汗汗
をを
流流
しし
てて

いい
まま
すす
。。 

「「
継継
続続
はは
力力
なな
りり
」」
とと
言言
わわ
れれ
まま
すす
がが
、、
下下

手手
はは
下下
手手
なな
りり
にに
細細
いい
体体
もも
そそ
れれ
なな
りり
にに
動動

かか
しし
てて
いい
ここ
うう
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

私私
にに
はは
もも
うう
一一
つつ
大大
好好
きき
なな
ここ
とと
がが
ああ
りり

まま
すす
。。
おお
祭祭
りり
でで
すす
。。
神神
社社
のの
目目
のの
前前
がが
生生

家家
でで
ああ
りり
、、
名名
前前
もも
神神
主主
ささ
んん
にに
付付
けけ
らら
れれ

たた
ここ
とと
もも
ああ
っっ
てて
かか
、、
神神
輿輿
担担
ぎぎ
がが
大大
好好
きき

でで
、、
生生
家家
のの
神神
社社
はは
勿勿
論論
、、
謙謙
信信
公公
みみ
ここ
しし

毘毘
龍龍
会会
にに
席席
をを
置置
きき
、、
熱熱
いい
汗汗
をを
流流
しし
てて
英英

気気
をを
養養
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

＜＜オオ‼‼ 今今ののははヒヒッットト？？エエララーー？？＞＞ 

「防災」川柳

※ 備えよう 地震・雷 火事・台風

※ 非常食 毎日食べてる 保存食

※ 防災は 準備一生 いざ一瞬

「特殊詐欺防止」川柳

※ 詐欺電話 絆と知恵が 予防薬

※ 落ち着いて ばあちゃん俺は 横にいる

※ ちょっと待て 嘘の匂いだ 還付金


